
単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

問１（１）　施設・事業所の種類  問１（２）　施設・事業所の種別
全
 
 
体

入
所

通
所

無
回
答

全
 
 
体

身
体
障
害
者
更
生
施
設

身
体
障
害
者
授
産
施
設

身
体
障
害
者
療
護
施
設

身
体
障
害
者
福
祉
工
場

知
的
障
害
者
更
生
施
設

知
的
障
害
者
授
産
施
設

精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施

設
（
援
護
寮
）

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産

所
・
精
神
障
害
者
共
同
作

業
所

児
童
福
祉
施
設
・
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

障
害
者
自
立
支
援
法
の
新

事
業
体
系

そ
の
他
の
施
設
・
事
業
所

全
 
 
体

人
（
平
均
）

34 9 19 9 34 0 1 0 0 2 1 2 1 0 16 13 29 31.93
100.0 26.5 55.9 26.5 100.0 0.0 2.9 0.0 0.0 5.9 2.9 5.9 2.9 0.0 47.1 38.2 100.0  

問２　利用者が抱える課題について、どのようにお考えですか
全
 
 
体

大
き
な
課
題
で
あ
る

課
題
で
あ
る

そ
れ
ほ
ど
課
題
で
は
な
い

無
回
答

34 20 10 2 2
100.0 58.8 29.4 5.9 5.9
34 14 9 8 3

100.0 41.2 26.5 23.5 8.8
34 6 10 14 4

100.0 17.6 29.4 41.2 11.8
34 6 9 13 6

100.0 17.6 26.5 38.2 17.6
34 10 10 8 6

100.0 29.4 29.4 23.5 17.6
34 8 12 4 10

100.0 23.5 35.3 11.8 29.4
⑥特別支援学校等の卒業生の進路先
 

④利用できるサービスが制約されることによる利用手控え
 
⑤障害程度区分の判定結果によるサービス利用の制約
 

②利用者の高年齢化
 
③自己負担額の増によるサービスの利用手控え
 

問１（３）利用定員
（平成21年11月1日現在）

 

①介護者（親・家族など）の亡き後のこと
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単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

問３　施設・事業所が抱える課題について、どのようにお考えですか
 全

 
 
体

大
き
な
課
題
で
あ
る

課
題
で
あ
る

そ
れ
ほ
ど
課
題
で
は
な
い

無
回
答

①新事業体系の報酬単価が低いこと 34 18 7 2 7
 100.0 52.9 20.6 5.9 20.6
②日額払い化により事業収入が不安定なこと 34 17 4 4 9
 100.0 50.0 11.8 11.8 26.5
③職員賃金の減給・正規職員の解雇・パート化 34 13 10 4 7
 100.0 38.2 29.4 11.8 20.6
④事業体系により職員配置基準が流動的なこと 34 7 14 4 9
 100.0 20.6 41.2 11.8 26.5
⑤書類作成等の事務量の増大に対応する職員体制の確保 34 15 12 2 5
 100.0 44.1 35.3 5.9 14.7
⑥三障害一元化に対応する職員の専門性 34 14 10 3 7
 100.0 41.2 29.4 8.8 20.6
⑦三障害一元化に対応する設備の整備 34 12 9 6 7
 100.0 35.3 26.5 17.6 20.6
⑧利用者への適正なサービスの水準を維持すること 34 13 13 2 6
 100.0 38.2 38.2 5.9 17.6
⑨利用者獲得のための事業所間の競争が激化していること 34 2 13 13 6
 100.0 5.9 38.2 38.2 17.6
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単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

問４　施設入所者の地域生活への移行にあたって必要だと思うことについて
 全

 
 
体

と
て
も
必
要

必
要

あ
ま
り
必
要
で
な
い

無
回
答

①地域住民の正しい理解や協力 34 23 5 0 6
 100.0 67.6 14.7 0.0 17.6
②家族・親族の理解や協力 34 22 6 0 6
 100.0 64.7 17.6 0.0 17.6
③地域の相談支援体制の充実 34 16 12 0 6
 100.0 47.1 35.3 0.0 17.6
④日中活動の場の充実 34 17 10 1 6
 100.0 50.0 29.4 2.9 17.6
⑤夜間の支援体制の充実 34 18 9 0 7
 100.0 52.9 26.5 0.0 20.6
⑥障害程度区分の適正・明確化 34 14 11 2 7
 100.0 41.2 32.4 5.9 20.6
⑦障害のある方の公営住宅の整備、積極的な受け入れ 34 14 14 0 6
 100.0 41.2 41.2 0.0 17.6
⑧住まいの契約時に関する保証人の問題等の解消 34 7 18 1 8
 100.0 20.6 52.9 2.9 23.5
⑨住まいのバリアフリー化の促進 34 8 17 1 8
 100.0 23.5 50.0 2.9 23.5
⑩グループホーム等の建設に対する公的支援等の充実 34 14 13 0 7
 100.0 41.2 38.2 0.0 20.6
⑪入居費用の軽減 34 17 11 0 6
 100.0 50.0 32.4 0.0 17.6
⑫グループホーム、ケアホームの報酬単価の引き上げ 34 18 8 0 8
 100.0 52.9 23.5 0.0 23.5
⑬社会保障制度の充実 34 17 11 0 6
 100.0 50.0 32.4 0.0 17.6
⑭ショートステイの受け入れ体制の整備 34 13 15 0 6
 100.0 38.2 44.1 0.0 17.6
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単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

18 7.00 18 6.56 19 5.84
100.0  100.0  100.0  

問６　障害のある方の就労、工賃向上のために必要なことについて
全
 
 
体

と
て
も
必
要

必
要

あ
ま
り
必
要
で
な
い

無
回
答

34 22 6 0 6
100.0 64.7 17.6 0.0 17.6
34 14 14 0 6

100.0 41.2 41.2 0.0 17.6
34 18 10 0 6

100.0 52.9 29.4 0.0 17.6
34 20 8 0 6

100.0 58.8 23.5 0.0 17.6
34 13 14 0 7

100.0 38.2 41.2 0.0 20.6
34 20 8 0 6

100.0 58.8 23.5 0.0 17.6
34 15 11 0 8

100.0 44.1 32.4 0.0 23.5
34 13 14 0 7

100.0 38.2 41.2 0.0 20.6
34 12 15 0 7

100.0 35.3 44.1 0.0 20.6
34 15 12 0 7

100.0 44.1 35.3 0.0 20.6 

問５　平成18年度
地域生活へ移行

問５　平成19年度
地域生活へ移行

問５　平成20年度
地域生活へ移行

 
⑨特別支援学校とのつながり強化・情報交換
 
⑩特別支援学校生の実習受け入れ、体験就労制度の充実

 
⑦行政側の積極的な就労先の紹介、斡旋
 
⑧ジョブコーチ制度の利用拡充

 
⑤一般企業への実習、研修制度の充実
 
⑥障害者雇用に対する企業の積極的な取り組み

 
③工賃向上のための取り組み
 
④施設・事業所と企業とのつながり・情報交換

 

①企業、社会全体が支えあい仕組みづくり
 
②家族・親族の理解
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単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

21 1.67 21 1.62 22 1.77
100.0  100.0  100.0  

問８　施設・事業所の授産工賃の状況について

全
 
 
体

円
く
ら
い
（
平
均
）

全
 
 
体

円
（
平
均
）

全
 
 
体

円
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

全
 
 
体

人
（
平
均
）

14 17153.21 14 41185.57 14 3042.71 16 23.75 13 5.85
100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

（４）授産工賃
得ている人数

（５）１ヵ月の利用者負担額が
授産工賃を上回っている人数

問７　平成18年度
一般就労

問７　平成19年度
一般就労

問７　平成20年度
一般就労

（１）授産工賃
月額平均

（２）授産工賃
最も高い金額の人

（３）授産工賃
最も低い金額に人
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単純集計　（事業所用）長野市障害福祉アンケート （上段：件　下段：％）

問９　利用者が障害福祉サービスを利用する際に負担する金額は、家計に与える影響は大きいですか。
 全

 
 
体

高
い
と
思
う

適
当
な
金
額
で
あ
る

高
い
と
は
思
わ
な
い

無
回
答

①障害福祉に関するサービス全般に支払う費用 34 14 9 3 8
 100.0 41.2 26.5 8.8 23.5
②入所施設に支払う費用 34 9 6 3 16
 100.0 26.5 17.6 8.8 47.1
③グループホームなどに支払う費用 34 8 10 2 14
 100.0 23.5 29.4 5.9 41.2
④通所施設に支払う費用 34 9 10 4 11
 100.0 26.5 29.4 11.8 32.4
⑤ショートステイなどを利用するときに支払う費用 34 5 11 5 13
 100.0 14.7 32.4 14.7 38.2
⑥施設などで提供される食費や光熱水費 34 5 13 3 13
 100.0 14.7 38.2 8.8 38.2
⑦自宅から施設などへ通うときの送迎・交通費用 34 7 12 4 11
 100.0 20.6 35.3 11.8 32.4
⑧医療に対して支払う費用 34 7 11 4 12
 100.0 20.6 32.4 11.8 35.3
⑨ホームヘルプサービスに支払う費用 34 6 8 7 13
 100.0 17.6 23.5 20.6 38.2
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